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LEDは電気で光る半導体

1985 1990 1995 2000 2005 2007

1960年代 LEDの基本原理発見（米国）
1970年代 が実用化

青色LED、白色LEDがもたらしたインパクト

1990年代 日本の発明である が実用化
光の3原色（ ）が揃い、

全ての色が実現可能になる

生産個数（億個）

LEDの国内生産数**
日本のオリジナル技術により生産量急増、用途の大幅拡大
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*産業調査会調べ ** 経済産業省生産動態統計調査より（1985年と2007年の数量は内閣府推算）

日本製品の世界シェア：54%
（LEDランプ、2003年*）

に蛍光体を組み合わせることで
が実現

白熱電球 蛍光灯 LED

次世代のあかり
・高効率、省エネルギー
・長寿命

光 光

電子移動

半導体

電気

その他のあかり：
有機EL等
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「表示するLED」から「照らすLED」への展開

LED信号機

LED埋込

点字ブロック

優れた視認性

携帯電話照明

小型で省電力西日でも見やすい

室内・屋内照明

自動車用照明

安全な視界確保

長寿命

省エネ・省電力 様々な色調が表現できて明るい 小型軽量 寿命が長い

表示するLED 照らすLED

イルミネーション

植物にやさしい

鉄道ホーム

展
開

埋込が容易



白色LEDが切り拓く新たなイノベーション
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高輝度白色LEDが解決

手のひらにのる
カプセル型

小腸用内視鏡

内蔵電池で長時間駆動でき、患部を識別できる色再現性があり、小型で明るい照明が必要

従来困難だった
小腸が

内視可能に

（写真のカプセル内視鏡は薬事承認取得申請中）

カプセルを飲み込む

体外に貼り付けた
アンテナで画像を受信

高輝度白色LEDを

カプセル先端に配置

小腸用カプセル内視鏡

・クリアな映像を撮影可能
・長時間駆動 約1cm

小腸の絨毛

カプセル内のカメラで
小腸を内視

コンピュータで画像を
記録・処理

じゅうもう
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LEDの研究開発課題と発展
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LE
D

1個
あ
た
り
の

明
る
さ

表示灯
携帯電話

現状

白色LEDの高輝度化ロードマップ*

液晶バックライト

一般照明

大規模照明
医療照明

自動車ヘッドライト

我が国が他国の追随を許さぬ世界トップの技術を維持するためには、
産学官の連携による研究開発強化と、戦略的な知財の保護・活用が不可欠

*LED照明推進協議会（JLEDS）ロードマップに基づき内閣府作成 **日本機械工業連合会、金属系材料研究開発センター 調査報告書より

性能向上への取組

白色LEDの研究開発課題

コスト

発光効率

色再現性

製造方法の開発、新たな材料の模索

発光効率倍増を目指す素子（半導体）の研究開発

自然光を目指した蛍光体の開発

省エネを目指した普及

LED照明の普及による省エネ予測**
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億kWh 屋内照明のLED普及率約30%
（照明用途電力量の約20%相当）

数千倍

数百倍

数十倍
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新領域への
挑戦

深紫外LED

深紫外光

・波長の短い光
・殺菌、消毒

通信もできる
LED

・生活における
新たな用途

LED
照明

情報


